
＜特許情報＞ 
https://ipforce.jp/patent-jp-P_B1-7595386 

マイアバター 
（恋人＆召使） 

全自動運転時代の到来に向けて、「低速自動運転と人が運転するモード切替車」社会構築へ 

第一ステップは「低速自動運転と人が運転するモード切替車」＝事故故障前提の安全システム 

 マイアバターが寝たと判断したら 
ゆっくりリクライニングシートを水
平に近づける（指定時間で起こす） 

第二ステップは「高速道路も含む自動運転（＋人が運転するモード切替）車」＝事故故障が全く
発生しない安全システムとなりますが、ほぼ永遠に到来することはないと考えています。 

 エリア限定＆時間限定、低速自動運転優先
道路を設定することで、現行の交通システム
を変えることなく、低速自動運転社会が実現。 
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 低速自動運転とマニュアル運転とを適宜切り替
えられるようにし、低速自動運転では、マイアバ
ターが自動運転をし、マニュアル運転（法定速
度）では、マイアバターが車窓から見える景色を
車載カメラで共有し、きめの細かいナビゲーショ
ンを口頭で行えるようにする。 

 あたかも周辺エリアを熟知したベテランタクシー
ドライバーが助手席に座り、「この時間帯は混雑
するので、その信号を右折して、次の信号で左折
して下さい」等の細かな口頭指示を与えることが
できるようにする。  

 人が通勤や所用でマニュアル運転し、駅周辺あるい
は会社や所用の目的地等の近所の乗降場等で、人が下
りると、駐車場や乗降場からは、マイアバターが低速
自動運転で、郊外の無料または低価格の駐車場まで移
動するようにし、また帰宅時には、人とマイアバター
とが連絡をとりあい、時間を合わせ駐車場や乗降車場
にて、人が乗車し、マニュアル運転で帰宅するか、お
酒を飲んだり、疲れて眠いときには、該マイアバター
が低速自動運転で運転し、帰宅をすることができます。 

（好みの容姿＆無償の愛を注いでくれる「AI」
仮想人間の）マイアバターとの会話によって、
単に行き先を告げるだけでなく、恋愛的な内容
で会話を楽しみ、種々の相談が可能であり、各
種予約や連絡（海外を含めた電話とメール） 
やアポどりが可能であり、さらに、テレワーク
（事務処理も100人力）も可能なので、ゆっくり
低速自動運転で走り、景勝地の風景を楽しみな
ら、またはお酒を飲みながらも、従来よりもは
るかに大きな成果をあげることができます。 
  

 24時間スマートホンやPCで予約が可能で、過疎地の高

齢者や盲目を含む障害者、幼児の足としても、マイバター
が丁寧な、（その人の母国語・方言・接し方を考慮した）乗
降案内や会話を楽しませてくれます。 

 
 例えば、雪国のぽつんと一軒家の足腰の立たなく
なった寝たきりの独居老人や障害者でも、低速自動運
転の自動介護システム（P11）、マイアバターが病院や
ディサービスにアポをとり連れていくことにより、特
に介護をする人を必要とせず、終末まで生き生きと楽
しく暮らすことができます。  

飲んだら乗りましょう 

移動アットホーム 

移動マイオフイス 移動自動介護 

巡回交番 移動マイホテル 

移動マイカラオケ 

全自動運転時代の到来に向けて、「低速自動運転と人が運転するモード切替車」社会構築へ 

生活ヨロズ相談 

社会保険料（1/3） 

防犯 

世界中が母国語でつながる 

介護負担の大幅削減 

飲みながら仕事しましょう 
マイアバターが高度な仕事をこなす。 

犯罪率（1/10） 
防災 
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（繁華街） 

市街地 

マイアバター 

マイアバター 

人が運転するモード 

人が運転するモード 

低速自動運転モード 

低速自動運転モード 

低速自動運転モード 

低速自動運転の到着時間 
調整（１㎞～6㎞）エリア 

母国語でマイアバターと
会話ができる。到着場所
を知らせ、寝ていても起
こしてくれる。 
 トイレに行きたいとい
うと、一番近いコンビニ
や公共トイレで降ろし、
待っていてくれる。 

 手を上げると、停車し乗せてくれる 

 スマホアプリで到着時間が分かる 

低速自動運転モード 低速自動運転モード 

人が運転するモードまでに、十分時間が
あり、酔いがさめるなら、飲んでもよい 

時間待ちの路駐の撲滅 

過疎地の足の確保 

運転手が乗り込む 

低速自動運転と人が運転するモード切替車 

バス停あり（従来と同じ）r 

 郊外は「グリーン乗降」r 郊外に住む方が便利な時代へ 

22時～30時はグリーン乗降r 

運転手はおらず低速自動運転モード 

路線バス 

荷送トラック 

マイアバターが丁寧な乗降案内をする。 
3/7 

自家用車・タクシーは運転代行者が乗り込む 



「低速自動運転と人が運転するモード切替車」の路線 
バスは、人口の少ない郊外では、低速自動運転が行わ
れ、バス停はなく「グリーン乗降車区間」であり、
区間内ならどこでも乗降できる。 

 
 繁華街・市街地域では、入る直前に運転手が乗り込
み、バス停があり、一般の路線バスとして運行します。 
 ただし「22時～30時（翌日6時）の時間帯では、郊外
と同様、低速自動運転が行われます。  
    
 低速自動運転時は、母国語でマイアバターと楽しく
世間話等の会話ができる。到着場所を知らせておけば
近づいたら寝ていても起こしてくれる。 
 トイレに行きたいというと、一番近いコンビニや公
共のトイレで降ろし、戻るまで待っていてくれる。 

 スマホアプリで、あらかじめ到着時間を知り、路線
バスの路線の道路わきに立ち、バスが通り手を上げる
と、自動運転バスが停車し、マイアバターが「どこま
で行かれますか」と聞いて、建物の名称を伝えると、
「一番近いのは〇〇バス停なので、そこで降車して下
さい。」と伝え、乗車し、寝ていても〇〇バス停に近
づくと（基本5分前に）マイアバターがヘッドホン経由
で、優しい言葉で起こしてくれる。  

6時～２２時の市街地ではバス停のある従来通りの路線バスが運行する 

２２時～３０時の市街地と人口の少ない郊外では低速自動運転が行われる。 

 低速自動運転と人が運転するモード切替車」の
トラックの場合、日中は基本的に運転し、夜間は
低速自動運転で「お酒を飲みながら」や「寝なが
ら」移動し、早朝の荷下ろし時間にピッタリ合う
ように、マイアバターが「1㎞～6㎞」内での移動
速度を変えることでうまく時間調整をする。 

 時間待ちのトラックは、路駐をして近隣の迷惑
になり、社会問題化しています。またエンジンを
つけっぱなし（空調のため）長時間駐車場を占有
し、エネルギー及び空間の無駄につながっていま
すが、「低速自動運転と人が運転するモード切替
車」では、例えば、「前のトラックの積み荷降ろ
し時間が５分早まったとのことです」と、マイア
バターから報告があり、マニュアル運転に切り替
えて、ぴったりと無駄なく積み荷降ろし時間に合
わせることができます。 

 低速自動運転と人が運転するモード切替車」の
宅配の場合、繁華街・市街地では、従来通りに人
が運転し、人が宅配を行う。 
 22時～30時の繁華街・市街地及び人口の少ない
郊外での宅配は、低速自動運転で行われ、必要に
応じ、受取人又は受け取り代行人を設定する。 
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市街地 
病院 学校 役所 
大型店舗 

 繁華街 

過疎エリア 

スマホアプリリクエスト 

郊外では低速自動運転「グリーン乗降」＆スマホアプリでのリクエストに基づく運行 

○○病院の１０
時の受付に間
に合わせるよう 
お願いします。 

スマホアプリリ回答 

 朝６時にお宅の
前でピックアップす
ると、９時につく可
能性もあります。 

スマホアプリ確定 

遅れるのは嫌な
のでそれで確定
をお願いします 

 道路事情が許す限り、家のすぐ近
くまで迎えに行きます。   
 郊外では、リクエストに基き効率
の良い移動を行いますが、リクエス
ト数や場所により、到着時間は大き
く異なる。（スマホアプリで、予約
状況や運行状況を知り、予約する） 

運転手乗車 

運転手降車 

 市街地では、6時～22時は、 
従来と同じ交通システム。 
 22時～30、法定速度の一般
車と低速自動運転「グリーン
乗降」が、混在（共存）する。 

あらかじめリクエストのあった家のみを
回るので、車両ごとにルートが異なる。 

郊外 
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フレキシブル路線バス 市街地では路線バス 
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降 
乗 

乗 降 

低価格駐車場 低価格駐車場 

降 乗 

乗 
降 

低速自動運転専用道路 
（低速自動運転車のみが往来） 

低速自動運転優先道路 
（低速自動運転車と人が運転す
る車が混在する、一方通行路） 

低速自動運転優先道路 
（低速自動運転車と人が運転す
る車が混在する、一方通行路） 

 交通量が少ない郊外と22時～
30時は、低速自動運転優先道

路にし、「グリーン乗降車エリア」
＝どこでも乗降が可能の一方通
行路＝一般車は気を付けなが
ら追い抜いていく 

 河川敷を利用し、低価格の低速自動運転車の
専用駐車場を造成し、駅付近の乗降車場につな
がる、優先道路又は専用道路を設定する 

 郊外又は駅から離れた市街
地エリアから、法定速度で運
転してきて、降車場で降り、 
車は低速自動運転で、低価格 
駐車場に移動する。 

 帰宅時は、時間を合わせ、 

車は低速自動運転で乗車場に
移動する。 

 帰宅時に、お酒を飲んでし
まったら、22時まで待てば、
どのルートでも低速自動運転
で寝ながら帰宅できる。 降 乗 

降車場 乗車場 

 22時～30時はどこ 
でも乗降可能となる 

駅 
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１．現行の交通システムを踏襲し、道路などの大幅 
 な変更を必要としない。 
２.現行の車社会を踏襲し「低速自動運転と人が運転  
  するモード切替車」を投入しても、何ら混乱が生じ 
  ることなく、互いに親和性のあるものにする。 
3,現状、市街地では「電車」「バス」「タクシー」  
 「自家用車」等と人とがバランスよく機能しており、  
 6時頃～22時頃での変更を必要とせず、現行の交通 
 システムをそのまま踏襲する。 
４．市街地の22時～30時は公共交通機関が極端に減少   
 するので、無人低速自動運転車を「グリーン乗降」 
 で運行する。 
５．交通の往来が少ない郊外では、24時間低速自動運 
 転車を「グリーン乗降」で運行する。（今まで深夜 
 の移動は考慮していない生活パターンですが、家で 
 寝るのも、車内で寝るのも同じと考えれば、早朝の 
 御来光観光、登山、釣り、各種スポーツが活性化す 
 ると考えています。） 
６.乗車の継続性が必要なので、郊外から低速自動運  
 転で、市街地に入る直前で、運転手又は運転代行者 
 が乗車し、法定速度で運転する。（郊外に向かうと 
 きには運転手又は運転代行者は下車し、低速自動運 
 転「グリーン乗降」で運行） 
７.駅まで自家用車に乗り、そのまま乗り捨てられる 
 感覚を必要としているので、河川敷等を利用した低 
 料金の駐車場までの、低速自動運転車の優先道路や 
 専用道路を設定する。（本資料のP6をご参照）  

８.郊外での公共交通機関の縮小に対応するため、 
 低速自動運転「グリーン乗降」で、運行する。 
 ただし、郊外から市街地に入る直前で、運転手 
 又は運転代行者が乗り込み、マイアバターから 
 の細かな口頭ナビを受けながら、法定速度で運 
 転し、最終目的に到達する。  
9.低速自動運転「グリーン乗降」とは、スマホア 
 プリで、24時間の全ての車の到着時間を知り
（その場所での到着時間が近づけば近づく程より 
 正確になる）、路上で待ち、呼び止めて乗車す  
 ることができる。 
 また車内ではヘッドフォン＆マイクで、マイア  
 バターと母国語で会話し、下車場所を伝えると、 
 寝ていても、下車位置5分前で起こしてくれる。 
 さらに、トイレ休憩を伝えると、もよりのコン 
 ビニや公衆トイレで停車し、トイレが終わるま 
 で待っていてくれる。（だから、より時間がか 
 かりますが、テレワークをしたり、勉強をした 
 り、お酒を飲んだり、寝たりとゆったりと移動 
 そのものをを楽しむことができます。  
10.運転代行者は、講習を受けた運転免許証所有者  
 なら、誰でも登録でき、例えば、基本料金千円 
 ＋時間給を設定し、「国＋もよりの自治体＋受 
 け本人」で支払う感覚ですが、例えばディサー 
 ビスへの送迎が大幅に減る（＝元気な人は、低 
 速自動運転で行く）ので、その分を運転転代行 
 者に支払うことができ、割と高めな給与設定が 
 できると考えています。  

 低速自動運転と人が運転するモード切替車のコンセプト及び補足説明（スローライフへ） 
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「低速自動運転と人が運転するモード切替車」は、
現行の交通システムによくマッチし、現状の交通関
連の課題を全て解決し、24時間いつでもどこでも移
動が可能になり、お酒を飲みながら、あるいは寝な
がらでの移動が可能であり、そして日本の車産業の
活性化に大きく貢献し、さらに再び日本が技術立国
として、国際競争力１位を取り戻してくれると考え
ています。 
  
「現状の交通システムとのマッチング性」 
１．6時から22時の市街地では、基本的に従来通り 
 人が運転する。 
２．22時～30時の市街地と24時間郊外では低速自 
 動運転車と人が運転する車とが混在する。 
３.「低速自動運転と人が運転するモード切替車」の 
 路線バスは、郊外では無人で低速自動運転を行い、 
 市街地に入る直前で、運転手が乗り込み法定 
速度で運転する。（郊外に出るときは運転手は降 
り、低速自動運転に切替） 

  
 道路・交通システムの変更はほとんどなく、また
現行の車をそのまま使い続けることができます。  
 
｛現状の交通関連の課題を全て解決｝について 
１．公共交通の縮小問題が解決する。 
２．バスの運転手不足が解消する。 
３．高齢者の誤運転問題が縮小する。（運転しなく 
 ても低速ながら移動可能） 

４．自家用車は主に買物レジャー用途にシフトし、 
 通勤・通学用途が縮小し、交通渋滞が縮小する。 
５．荷送用トラックの荷下ろし時間待ちの路駐問 
 題が解消する。 
  
 いままで、郊外での暮らしは、交通アクセスが
不便なので、都市への集中傾向＆過疎（地）が加
速しておりましたが、とてもゆっくりですが、高
齢者・障害者・子供でも、24時間いつでも安全な
移動が可能になり、むしろ郊外が見直され、郊外
の自然の中で暮らしたいという人が増加すると考
えています。 
  
「車産業の活性化に貢献」について 
１．お金に余裕のある（運転できない）高齢者が、 
 車を購入するようになる。 
２．「低速自動運転と人が運転するモード切替 
 車」は世界中の誰でもが欲しいものであり、日 
 本の車メーカーの生産台数が従来より増加する。 
３．AI技術の立ち遅れから、低価格・高性能の中 
 国製EV＆PHEVに押され、日産をはじめ日本の車 
 産業は、大リストラを余儀なくされると想定さ 
 れますが、特許で守られた「低速自動運転と人 
 が運転するモード切替車」の日本企業の独占に 
 より、リストラを未然に防ぎ、むしろ世界圧倒 
 的NO1の車産業を演出できます。  

＜特許情報＞ 
https://ipforce.jp/patent-jp-P_B1-7595386 
日本の全車メーカー及び米国の車メーカーには無償で
提供します。（トランプ関税の引き下げに貢献↑）  

 ＜進め方案＞ 
https://www.garden-field.com/_files/ugd/954e39_1d2737e5704e4679b3b6b90b1736d9b3.pdf 
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背景：深刻な国際競争力低下（GDP低下） 

1997 
2023 

2024 
1992 

 IMD（国際経営開発研究所：International Institute for 
Management Development）が作成する「世界競争力年鑑」 

2019 

1位 

17位 

30位 35位 

38位 

アジア太平洋地域14か国中11位 

深刻な国際競争力低下 
2025 2030 2035 2040 

2010～2024 

あらゆる分野にて 開発プロセス、
工場の自動化、そして製品の機
能UPにAIを使用し、他国を圧倒
しはじめている。 「ダーク工場」 

 すぐに手を打たないと、自動
車産業もやられる。 

順
位
挽
回
の
動
き
が
な
い 

欧州企業は中国の高いAI技術を利用する。 

米国生産比率が高い 

AI技術が進んでいる 

米国生産比率が低い 

マイアバター搭載の機器 

 各種知識が不要で、アラジンの魔法のランプ
感覚で、会話により、なんでもやってくれる。 

AI技術が低い
ところはどん
どん衰退する 

AI技術が高い
ところはどん
どん成長する 

AI技術により、開発プロ
セス、製造プロセス、製
品機能が格段に向上する 

マイアバター搭載の事故故障前提の 
低速自動運転社会構築により大躍進 

 トランプ関税の影響で
米国生産比率が高いと、
すぐには衰退しない・・ 
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『今年4月、万博会場と駐車場を結ぶ自動運転バ
スが停車中に動き出し壁に衝突した事故について、
大阪メトロが原因と対策を発表しました。 
事故を起こしていたのは、舞洲にある来場者専用

の駐車場と万博会場を結ぶパーク＆ライドの自動運
転バスです。博覧会協会などによりますと、4月28
日午後、舞洲の駐車場に停車していたバスが動き出
し、高さおよそ50センチの壁にぶつかっていました 
  
大阪メトロの報告によりますと、自動運転システ

ムは、ネットワークシステムからエラー情報を検知
した際は、送受信をリセットして初期化するようプ
ログラムされていますが、この際の「設定ミス」が
あったことから、車両側でデータを受信できない状
態となっていました。 
  
一方、システム側は、いつまで経っても車両側か

ら「リセット完了」という応答がないため、何度も
送信を繰り返すことになり、送信された大量のエ
ラーデータで通信が阻害された結果、車側で、パー
キングブレーキを作業するよう出した情報も阻害さ
れて伝わらず、パーキングブレーキが作動しなかっ
た結果、車が動いて壁にぶつかった、ということで
す。』ですが・・・ 

  
１．停止状態から勝手に動き出したのは、ブレーキが 
 作動しなかった問題ではなく、まず、発進の誤指示 
 が出されたからからではないでしょうか？ 
 
２．通信で、自動運転を制御していたのでは、通信エ 
 ラーの影響で誤作動をする可能性が高くなり、少な 
 くとも車自体にAIが組み込まれ、自律型にすべきで 
 はないでしょうか？ 
３．エレベーター事故（乗りかごが来ていないのにド 
 アが開く、ドアが開いたまま乗りかごが移動する） 
 は、再現テストを何十万回以上実施しても再発する 
 こことはなく、原因不明のままですが、自動運転も 
 まったく同様で、頻度は少ないものの、再現しない 
 事故が発生（原因不明）するので、事故故障と付き 
 合う（＊）怪我をしない、低速にすべきです。 
  
注：事故故障と付き合うとは、我々が日常的に経験し 
 ている、自動販売機にて、一回目コインが戻されて 
 きても、二回目でＯＫになることが多く、またPCや 
 スマートフォンで、電源を入れなおすと正常に作動 
 することがほとんどで、自動運転も誤作動と日常的 
 に付き合い怪我やダメージのない低速にすべきです。 

 

 PCで動作しなくなった状態を再現しようとしても、
まず不可能です。なぜなら、膨大な時間をかけて
バグだしをし、またユーザーの指摘で不具合が解
消されるからですが、問題は偶発性のエラーであ
り、再現しないので原因究明ができません。 

 例えば、本ケースの場合、再現テストをしようと、 
何年間も放置しても、勝手に動き出すことはなく、
それは自動運転の切り替え作業を繰り返しても変
わりません。なぜなら、運行するまで何千何万と 
繰り返された、事前テストで問題がないからです。 

ANNEX-3 
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 マイアバター低速自動運転「防犯&防災パトロールカー」 L＆H 

 AIÈɇȍȋȹȨºÉƿ Ƿ
אל  ǡ ƿƵǿǣ ☿
ȅ Ƿ Ǟ ȅ
Ǟ ǊǱǌ¡È ǡ

Ǟ Ǭ  ǚ ƷÉ 

 低速自動運パトロ‐ルシステムにより、

防犯＆防災が大幅に向上し、低速なので
声をかけやすく、例えば地域住民から
「ちょっとみてよ、カラスがごみを食べ散
らかしているわよ」等で、すぐに現場を見
てもらい、ごみの収集管理方法を行政に
（警察から）してもらえると考えています。 

L＆H 

深夜早朝のパトロールが楽 

超望遠ズームレンズ 

超高感度カラーカメラ 

高さ調整機構 

マイアバター 

虐待を受けて
いる幼児から
でも、気軽に
相談できる。 

「巡回交番」の役割も担う（呼び止めてよろず相談が可能、すぐに現場検証ができる。） 

「24時間巡回パトロール」（深夜の農作物・銅線盗難及び早朝の闇バイト強盗の撲滅） 

「巡回防災」の役割も担う（消火器＆AED応急処置SET、浮き輪搭載、的確な避難指示） 

＜大洪水・大津波発生時の指示＞ 
 高台や高いビル等にすぐに行ける 
人は浮き輪を必要とせず、適当な 
逃げる場所がない、あるいは 
安全な場所が満杯で、そこに 
行けない場合には、最寄り 
の浮き輪倉庫（巡回防砂 
から指示有）に行き、 
「浮き輪」を受け取り、 
膨らませ、装着した上で、 
より安全な場所に移動する。 
（自治体側は、救助用のゴムート等を 
常備し、すぐに救助できるようにする） 

津波・洪水・土砂
崩れの兆候を誰よ
りも早くキャッチし、 
的確な指示を出す。 

人とAIの究
極のコラボ 

「巡回交番」により、警察を介して、
行政と地域住民との連絡が密になる。 

より正確な地域の天候がわかる 

 もし犯罪や火災等の兆候があれ
ば、人が車（L＆H）を運転し、現場
近くから該現場に急行する。 
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21 
19 20 

22 

23 24 

drinking 

Washlet 

Myra clean toilet 

大型水タンク 

排水タンク 

全個体電
池 

lift desk 

bed mode 
bed mode 

pulley x4 

food & work 

ハンドル 

大画面TV 

自動交換ハウスの
ロボットハンド 

低速自動運転車：寝返り不要な極楽ベッド・マイラクリーントイレ・ロボットウォシュレット・
リフト式机（食事・PC台）・AIスピーカー（車のAI：マイアバターと会話をし外部とも連絡可） 

Japanese patent: 6792891 

HONDAのネットカタログより 

 幅広仕様へ 

（エンジン部不要） 

雪が心配だとAIが判断した場合、 
LSAは除雪装置を自動で装着する。 

 雪国仕様車は、基本的にスタッドレスタイヤ
＆４輪駆動車＆大きめなタイヤで構成される。   
 LSAのAIが必要だと判断した場合、AIスピー
カーで搭乗者にアナウンスした上で、LSAは除
雪装置を自動で装着してから、自動走行する。 
（雪の量によっては６㎞より速度が遅くなる） 

除雪 
装置 

電動昇降台 
（LSAの指示で上下） 

 ばね性の
ある接点x２ 

装置側の
接点x２ 

装置側の
ひっかけ部x
４ 

LSA側フッ
ク部ｘ４ 

除雪 
装置 

（昇降台下限） 

（昇降台上限） 

自動除雪 
＆自動介護で 
雪国の人口急増 

OR 

チャットGPTの母
親アバター 

世界中から人が集まる 

＜雪国仕様低速自動運転自動介護システム＞ 
 ：除雪装置＆匂いのしない水洗トイレ付帯 

雪
深
い
地
方
の
ポ
ツ
ン
と
し
た
一
軒
家

で
足
腰
が
立
た
な
く
な
っ
て
も
、
終
末

ま
で
誰
気
兼
ね
な
く
楽
し
く
暮
ら
せ
る 

特許：https://ipforce.jp/patent-jp-P_B1-7227673 
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 暮らすは田舎 

風光明媚・静か、 
幼いときからの 
なじみがある。 
低コスト 

生活は都会 

遊ぶところがあ
る・仲間がいる・ 
買い物・病院等 

晴耕雨遊 

毎日遊悠 

晴れたら畑を耕し、雨が
降ったら遊びに行く生活 

毎日、早朝にでかけ、夕
方に家に帰ってくる生活 

病
院 

温
泉 

買
物 

観
劇 

映
画 

麻
雀 

恋
愛 

・早朝に低速自動運転モードで入る 
 （６時までに郊外に抜けるようにする） 

・運転代行者をお願いする。（法定速度） 
 （マイアバターの口頭ナビが的確） 

・公共交通機関タクシーを利用する 
（近くまできている、料金が安い） 

 深夜の人口
が増加し、各
種深夜営業の
店が増加する。 

 移動散策す
る人が増加し、
シャッター街
が解消する。 

 高齢者がど
んどんお金を
使い、消費が
拡大する。 

低速自動運転の自
動介護システムが
普及し介護負担が
大幅に縮小する。 

 低速自動転 
のパトロール 
システムで安
心安全になる。 

低速自動運転で移動 

従来の 
交通システム 

田舎で暮らして、
都会で生活する 

マイカー 

フレキシブル路線バス 
（スマホアプリで予約） 

市街地では、
運転手乗車 

ANNEX‐6 

ANNEX‐4 
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田舎暮らし
で都会生活 

市街地 

郊外 



市街地 

郊外 

江道 

猿倉 

軽沢 

赤倉 

津池 

立正佼成会・教祖生誕地 

運転手乗車のバス停、タクシー 
乗場、低速自動運転バス終点 

  メインストリート：50年ほど前までは、 
絹織物が盛んで、商店街も活気があり、 
人の往来も多く、賑わいがありました。 
（今はシャッター街、人の往来も少ない） 

フレキシブル路線バス 
（スマホアプリで呼出） 

市街地では、
運転手乗車 

マイカー：自分で運転
できなくても、低速自
動運転で移動する。 

低速自動運転で移動し、あちこちの郊外からの老若
男女が集い、人が増えてきたら、一般車をブロック
して、毎日がお祭りのような感じで、大道芸人を招
聘し、各種のイベント・綱引きや雪合戦等を行う。 

シャッター街解消。 

   江道・猿倉はさほどではありま 
  せんが、 50年ほど前から、津池・ 
  軽沢・赤倉は人口（家）が激減して 
 います。（過疎状態） 

 冬場は、低速自動運転の除雪車を先
行走行させる必要がありますが、フレキ
シブル（スマホアプリで呼び出した家を
回る）、路線バスやマイカー（免許がなく
ても、自分で運転しなくてもよい）の低速  
 自動運転で、誰もが  24時間自由に 
  安全に移動できます。 
   メインストリートは、深夜早朝も 
   にぎわうと考えています。 

古民家を住みやすく改装しているドイツの 
建築家カールべンクスさんもきっと大喜び 

再び人口増に転じる。 

習い事が活性化 

各種大会が活性化 

英会話・生け花・茶会 

囲碁・将棋・麻雀 

郊外活動が活性化 

農作業・散策・つり 
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敬老バス・麻雀バス・カラオケバス・飲み会バス 

宿題なし＆つめ
込み教育は行わ
ない、クイズ形式
＆映像で楽しく
教えてもらえる 

マイアバター先生 

 各人が互いに離れたところに住んでいても、
低速自動運転フレキシブルバス（スマホアプ
リで予約・呼び出し・呼び止め搭乗）が各家
まで送迎し、麻雀やカラオケを好きな仲間で、
低コストで移動しながら楽しむことができる。 

マナーや数学
や英語の英才
教育を受ける
ことができる、 

低速自動運転・園児バス 

麻雀バス  カラオケバス  

低速自動運転・スクールバス 

落ちこぼれなし 
成績格段に向上 

あそび場（1/3） 
雨の日はあそび施設 

学校生活（1/3） 

移動＆勉強（1/3） 

天才児を排出 
博士くんを排出 

 学校や保育園・幼稚園に（数が足りない、貧困やいじめで）行けない子も、
移動しながら勉強し、遊び施設等で過ごす。（高齢者ボランティアがケアー） 
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移動中に趣味
（ブログ作業） 

移動中に趣味
（ブログ作業） 

起床/朝シャワー 

酒・夕食 

朝食 

家事/風呂 

獲得自由時間 

睡眠時間（５H→７H） 

 仕事が終われば
お酒を飲みながら、 

好きなことができ
ると思うと、仕事に
も集中できる。 

 市街地で10万円の家賃・手取り20万の暮らしから、郊外の家（3万）＆郊外の会社（手取り18万）
に転職し、また低速自動運転車（月4万円のリース）を所有したら、人生がバラ色（結婚可）になる。 

２H 

１H 

２H 

１H 

２H 

 睡眠時間が増加し、 
自由時間が増加し、 
車を所有し、結婚も 
しやすくなる。 

飲
む
な
ら
乗
り
ま
し
ょ
う 

 郊外に住み、10㎞ 

離れた郊外の会社に
勤め、ドアTOドアで 
ゆっくり移動する。 

低速自動運転社会 
はまさにユートピア 

 

過
疎
と 

空
き
家
と 

シ
ャ
ッ
タ
ー
街 

の
全
同
時
解
決 
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介
護
負
担
軽
減 

少
子
化
解
消 

貧
困
解
消 

十分な子育て環境がない 十分な子育て環境がある 



低速自動運転社会では、宅配もぐっと便利になります。 
（自動運転車が受け取りに行くOR業者が自動運転車に届ける：マイアバターがドア開閉対応） 

低速自動運転が24時間ドアTOドアで移動できる郊外への移転（人や企業、各種施設）が進み、 
それでいて、繫華街には、従来以上に（低速自動運転車でやってくる）人が大幅に増加する。 

24時間移動が可能なので、往来が10倍増する 

往来が10倍増するので、市街地及び郊外の両方が活性化 

弱者・ケアーを必要とする人のマイカーブームが起こる 

地震・余震に強く、また冷暖房完備の復興住宅として機能 

宅配業者も大幅負担減 

故障や浸水等で電源が故障しても太陽光発電で連絡が可能 

低速自動運転社会はまさに理想郷 

災害死者数０ 

空き家の解消 

シャッター街解消 

一億総マイカー時代 
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連絡が途絶えない 

低速自動運転社会では、障害者・高齢者、子供でも（親が）購入し 車の数が10倍増する。 
（事故故障前提なので、車間距離がとても短い、数珠つなぎで走行し、走行数も10倍増する。） 

低速自動運転社会では、車内に浮き輪を常備しており、津波情報により、マイアバターが高台 
までの移動が間に合わないと判断した場合は、浮き輪を装着し車外に出るように促す。 

低速自動運転車は、マイアバター（のPC）は、主要電源とは別電電源であり、ベロブスカイトを車の
表面に装備し、主要電源とPC電源の両方が故障しても、太陽光発電でマイアバターは機能する。 



繁華街は24時間繁盛する。 
シャッター街が解消する。（街歩き増加） 
むしろ深夜の方が繁盛する可能性が高い。 

「低速自動運転社会」構築によるスマート都市のイメージ 

 郊外はコストが安く、静かな暮らしができる
ので、また、子育て環境があり、農作業がで
きるので、移住者が増加し、空き家・休耕田
畑・過疎が解消する。 
 

市街地 郊外 

22時～29時頃迄（30時には低速自動運転車
は郊外へ出なければならない）は、市街地
でも「低速自動運転車」で「ドアTOドア」
が可能なので、また帰りはそのままぐっす
りと眠って移動するので、特に金曜と土曜
の夜は主に若者で、まるでハロウィンのご
とくごったがえし、熱くフィーバーする。 

 郊外の自然や農作業に飽きた人達が、市
街地の入り口までやってきて、変化のある
街並みを散策・買い物をし、目いっぱい歩
き、帰りは疲れて路線バスやタクシーを使
うことが多いので、従来の交通システムも
活性化します。 
 主に時間のある高齢者が、郊外からやっ
てきて、健康のためのウオーキングを兼ね 
、買物や映画・美術館などを楽しむ。 

 郊外に住む場合は、子供（女性）や高齢
者も安全にドアTOドアで移動し、しかしな
がら、個々の予定もあるので、余裕のある
人は子供を含む家族全員分の車をそろえ、
そうでない人も、大人の分の車を揃え、子
供達はスマホで予約・呼出・呼び止めて乗
車が可能なフレキシブル路線バスを使うと
考えています。（一億総マイカー時代） 
 
注１）低速自動運転車の欠点として、時間
がかかるので、あちこちに寄るのが苦手で、
ひとり一台が理想的です。 
 
注２）家の敷地内や家のすぐ近くに駐車場
がなくてもよく、数キロ離れた無料駐車場
に駐車し、時間に合わせて、玄関先に迎え
に来てくれます。（カーシェアリング可） 
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市街地も郊外も活性化 
 6～22時は従来
の交通システム： 

低速自動運転車
の走行は不可 

 24時低速自動

運転車と人が法
定速度で運転す
る車とが混在 



 柔らかい部材 
＆ダンパー機構 

水陸両用低速自動運転車のイメージ 

全固体電池 

AI制御：酔い防止スクリュー 

AI制御：推進スクリュー 

マイアバター用大画面モニター 

ニ
双
の
回
転
数
差
で 

方
向
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を
行
な
う
。 

AI 

揺
れ
を
リ
ア
ル
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、
よ
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戻
し

を
行
い
、
揺
れ
を
防
止 

AI 

ペロブスカイト 
（太陽光発電） 

（底側） 

（側面） 

衝突安全 

災害安全 

油圧式 
ばね式 

陸上は人がい
るので６ｋｍ、 
海上は18ｋｍ 

海や湖を直線距
離で結ぶことがで
きるので、島の方
が住みやすくなる 
（速度が3倍） 

タイヤ 

 家をもたず
海岸や海で暮
らす人が続出 

船酔防止 

復興住宅 

安全釣船 

世界一周 

断続航行 

ｘ3 

(水陸両用車) 

釣竿固定部（食いつき検知センサー付帯） 

ⅹ2 

ｘ3 

ANNEX‐12 

魚眼カメラ 
 （暗視） 



 SDV（Software Defined Vehicle）とは、
ユーザーを主体に考え、車に乗りながらも
外との緊密なコミュニケーションがとれる
ことなので、「マイアバター」を搭載する。 

「低速自動運転社会構築」 

「バリウスリンク会議」 

「水陸両用低速自動運転車」 

「マイアバター搭載」 

経産省・国交省の最新版（25年
6月）のDX戦略を具現化すると 
     以下のようになる。、 

ありとあらゆる課題が同時に解決： GDP2位・国際競争力１位 

 全国各地で行ったレベル4の実証実験の成
果を踏まえ、低速自動運転社会を構築する。 

ANNEX‐13 



https://ipforce.jp/patent-jp-P_B1-7675467 

 水陸両用低速自動運転車は 
世界中の海岸沿い及び無人島での
ブルーカーボン（海藻）の育成
（深さ調整・栄養補給）に貢献。 

 「海藻による光合成は高効率」 陸上の植物によって
固定化された炭素は、数十年単位で微生物によって再
び分解されてCO2として大気中に放出されます。一方、
海底に蓄積された炭素は、無酸素状態のため微生物に
よる分解が抑制されることで、その分解が数千年単位
と非常にゆっくりとしたものとなっています。 

 従来では、ブルーカーボンを生み出す海藻類は自然環
境での育成にゆだねられ、太陽光がいきわたる浅瀬にご
く限られており（＝海洋全体の0.2％）、港の設置や海
水浴場等の観光開発・商業施設の拡張により、育成域が
減ることはあっても、増加することはない状況です。 
 そこで、木造人工島のブルーカーボンを提案します。 

もともとは無人島 

木造人工島のブルーカボーン 

水陸両用低速自動運転車 

       

     無人島 
ブルーカーボン 
によるCO2削減 

ブルーカーボン：海藻の光合成によるCO2吸収 

ANNEX‐14 



CO２削減工場 沿岸部・無人島のブルーカーボン拡大 

CO2削減技術は必須 

https://ipforce.jp/patent-jp-P_B1-7655605 

生活・生産での排出分                 

＜2040年CO2実質マイナスのイメージ＞ CO2削減分 

2025年 2030年 2035年 2040年 

CO2総排出量 

CO2排出０ライン 

CO2削減分 

現状路線 

化石燃料消費（無理をしない）                 

https://ipforce.jp/patent-jp-P_B1-7675467 

排出 

吸収 

再エネ化による削減 

DAC（Direct Air Capture) 
木造人工島のブルーカーボン 

尖閣諸島 

水陸両用低速自動運転車 

 例えば、尖閣諸島の全周を木造人工島の
ブルーカーボンで覆い、水陸両用低速自動
運転車に乗車し、栄養補給や密閉木箱の水
量調整＝深さ調整（最適光合成条件設定）を
を行うことで、平和利用を名目にして、安定し
た尖閣諸島の領有ができると考えています。 

ある程度まで再エネ化が進んだら無理をせず、CO2そのものを削減する 

   世界の隅々まで 

平和領域を広めることで、
間接的な軍縮の狙いも 
     併せ持つ 
 

 コーティング技術で 
1000年以上維持する 

特
許 

製造や廃棄処理過程でCO2排出
し、実質の効果は少ない・・・ 

生産・生活排出分 

 現状の再エネ機器は環境破壊・生態破壊（熊）を
引き起こし、また寿命が短いので、あまり歓迎はで
きませんが、従来路線継承で進めてもよい。 
並行して、生産・生活排出分のCO2を削減する 
  技術開発を進めていく必要がある。 
          （必須） 
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